
 

 

 

1月は上砂児童館の工作カミトンボを作りました 

1 月度は 1 月 17 日水曜日に開催いたしました。冬休みも終わり、3 学期が 

始まり、今回は 114 名の児童が参加し、各教室、体育館、校庭で楽しい時間 

を過ごしました。企画は上砂児童館の工作。講師の指導で竹とんぼの代わりに 

紙を折り曲げたカミトンボを作り、割りばしにつまようじを付けた棒に取りつけ 

、棒を両手で力いっぱい回して飛ばしました。工作は 80 名の参加がありました。 

 

■イベントは児童館工作・楽しく遊びました 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1月スタッフ：運営委員 教育活動サポーター・ボランティアの皆さん 大人の人数：19名 

上砂川小放課後子ども教室                                     No.10 
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上砂わいわい広場からのお知らせ 

■2月わいわい広場開催日：2月 21日水曜日放課後に開催します。 

■2月のイベントは再度スノードーム(12月に作らなかった児童・壊れた児童対象)  

■冬時間での見守り活動です。15時 30分終了です。 

■毎回、ボランティアの保護者の皆様にはご協力頂きありがとうございます。 

 

 

■下校時間は 16：00です（体育館集合です） 15時 45分から片付けです。 

 

■7月度のわいわい広場は 7月 12日（水）です イベントは児童館の工作です 

 

 

 

  校庭(竹馬の練習風景)  家庭科室カミトンボ作り   理科室(ゲーム遊び)   体育館（鬼ごっこ） 

平成 6 年の『くるプレ』事業（12 月 8 日・市担当課と事業者とわいわい広場の打合せ内容） 

令和 6 年度から 4 月から放課後子供教室『くるプレ』が導入され、民間のライクキッズが 

募集・運営等を担当し、月曜から金曜毎日実施します。又、年間 10 回程度・わいわい広場の 

日を設け、地域協力者が参加して事業者と協力して工作や手芸等を担当していきます。 

明るく元気な上砂っ子の成長を願い、事業に参加していきますので、よろしくお願い致します。 

 

    

 

現在実施中の放課後子ども教室は、子どもの放課後見守り事業として市内各小

学校で始まり、上砂川小は 2008年 1 月 26 日に『上砂わいわい広場』を設立し、 

16 年間委託事業を保護者と地域がメンバーの運営委員会で推進してきました。

残り 2 月と 3 月の開催で運営委員会は解散しますが、子ども放課後教室は市の

『くるプレ』事業として民間会社（ライクキッズ）が受託し、見守り実施日も増え、

継続して地域は新たに『わいわい広場の日』で協力していきます。 

 


